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むつ市議会第２６３回定例会会議録 第１号

議事日程 第１号 令和７年２月１８日（火曜日）午前１０時開会・開議

◎教育委員会委員就任挨拶

◎固定資産評価審査委員会委員就任挨拶

◎諸般の報告

第１ 会議録署名議員の指名

第２ 会期の決定

第３ 行政報告

第４ 市長施政方針

【議案一括上程、提案理由説明】

第５ 議案第２号 むつ市有林造成基金条例

第６ 議案第３号 むつ市防災食育センター設置条例

第７ 議案第４号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例

第８ 議案第５号 むつ市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

第９ 議案第６号 むつ市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

第10 議案第７号 むつ市職員等の旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

第11 議案第８号 むつ市地域振興基金条例の一部を改正する条例

第12 議案第９号 むつ市営住宅条例の一部を改正する条例

第13 議案第10号 むつ市水道の布設工事監督者の配置及び資格並びに水道技術管理者の資格を定める条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例

第14 議案第11号 むつ市太陽の恵み基金条例を廃止する条例

第15 議案第12号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

第16 議案第13号 令和６年度むつ市一般会計補正予算

第17 議案第14号 令和６年度むつ市後期高齢者医療特別会計補正予算

第18 議案第15号 令和６年度むつ市水道事業会計補正予算

第19 議案第16号 令和６年度むつ市下水道事業会計補正予算

第20 議案第17号 令和７年度むつ市一般会計予算

第21 議案第18号 令和７年度むつ市国民健康保険特別会計予算

第22 議案第19号 令和７年度むつ市後期高齢者医療特別会計予算

第23 議案第20号 令和７年度むつ市介護保険特別会計予算

第24 議案第21号 令和７年度むつ市公共用地取得事業特別会計予算

第25 議案第22号 令和７年度むつ市魚市場事業特別会計予算

第26 議案第23号 令和７年度むつ市水道事業会計予算

第27 議案第24号 令和７年度むつ市下水道事業会計予算
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第28 報告第２号 むつ市国民保護計画の変更について

第29 報告第３号 専決処分した事項の報告について

（工事請負契約の一部変更契約について）

第30 報告第４号 専決処分した事項の報告及び承認を求めることについて

（令和６年度むつ市一般会計補正予算）

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２２人）
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◎開会及び開議の宣告

午前１０時００分 開会・開議

〇議長（冨岡幸夫） ただいまからむつ市議会第

263回定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎教育委員会委員就任挨拶

◎固定資産評価審査委員会委員就任

挨拶

〇議長（冨岡幸夫） 議事に入る前に、就任の挨拶

を行います。

さきの定例会において、むつ市教育委員会委員

に任命されました田中志昌氏及び長岡俊成氏並び

にむつ市固定資産評価審査委員会委員に選任され

ました蛯名芳德氏及び下山益雄氏から就任のご挨

拶をお願いいたします。

初めに、田中志昌氏、お願いをいたします。

（田中志昌教育委員会委員登壇）

〇教育委員会委員（田中志昌） このたび３期目の

教育委員を拝命しました田中と申します。市内で

歯科医院を開業しております。

私は、１期目は宮下前市長が開催する講演会か

ら教育の在り方や問題点を勉強しました。２期目

は、新型コロナの４年間でした。さらに、北朝鮮

からもミサイルが飛んできて、学校現場の対応の

難しさを目の当たりにし、早く日常が戻ることを

祈っていました。

私が再び指名されたのは、医療関係の仕事をし

ているからだと思います。現在青森県歯科医師会

では、県からの委託事業として、学校でのフッ素

洗口を行うよう事業を進めております。来年度は

予算も通り、実施できる見通しとなり、感謝して

おります。

青森県は、虫歯の罹患率が高く、一度虫歯にな

ると長期の管理が必要となり、歯科医院へ通院す

ることになります。長い間、医師不足、歯科医師

過剰と言われてきました。現在は、医師は年間

4,000人増加しています。一方で、歯学部に入学

する学生が減り、全国で歯科医師は毎年1,000人

以上減っています。このことは、ほとんどが個人

開業医である歯科医院が毎年1,000軒以上閉院す

るということを意味します。

田名部地区には、歯科医師会に入会している歯

科医院が10軒あります。特に高齢の歯科医師が多

く、10年後には70歳以下の歯科医師は２名になり

ます。もちろん事業承継ができるケースもあると

思いますが、今のような診療をすることは難しく

なると思います。したがって、今フッ素洗口を始

めて虫歯予防をすることは、極めて重要な意味が

あることだと思います。

自分の体は自分で守る。自己管理が重要になっ

てきます。医科、歯科問わず、健康教育の大切さ

を訴え、提案をしていきたいと思います。どうぞ

これから４年間、よろしくお願いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 次に、長岡俊成氏、お願いを

いたします。

（長岡俊成教育委員会委員登壇）

〇教育委員会委員（長岡俊成） ２期目の教育委員

を務めさせていただくことになりました長岡俊成

と申します。大畑地区において寺院の副住職を務

めております。

１期目の４年間を振り返りますと、まだまだ右

も左も分からない中で、何とか無我夢中で務めて

きた４年間であったというふうに思います。その

ような中でも、むつ市のこどもたちの中において

教育格差があり、また都市部のこどもたちと比較

して体験格差があるということが分かってまいり
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ました。

２期目は、そのことを踏まえ、さらに踏み込ん

で教育に関する政策提言であったり、政策アイデ

アを申し述べたりというところで、より積極的に

教育行政に関わってまいりたいと思います。

このむつ市のこどもたちを取り巻く状況を考え

てみますと、むつ市の教育においては自然環境に

恵まれて、また体験のフィールドに恵まれている、

囲まれているという強みがあると思います。一方

で、人口減少、また地域経済の停滞という弱みも

ありつつ、さらにはｅラーニングの普及でありま

したり、オンラインを通した教育の可能性が広が

り、なおかつこの地方には可能性がまだまだある

と、そういった環境もあろうかと思います。これ

らの強み、弱み、また機会や脅威といったことを

踏まえながら、特色のあるこのむつ市の教育を共

につくっていく、その一翼を担わせていただけれ

ばと思いますので、これからの４年間もどうぞ引

き続きよろしくお願いをいたします。

以上で就任に当たってのご挨拶とさせていただ

きます。

〇議長（冨岡幸夫） 次に、蛯名芳德氏お願いいた

します。

（蛯名芳德固定資産評価審査委員

会委員登壇）

〇固定資産評価審査委員会委員（蛯名芳德） おは

ようございます。さきのむつ市議会第262回定例

会におきまして、議員皆様方のご同意をいただき、

むつ市固定資産評価審査委員会の委員に就任いた

しました蛯名と申します。就任に当たり一言ご挨

拶を申し上げます。

このたび就任いたしました審査委員会の委員

は、納税者の方々からの固定資産評価に係る不服

申立ての審査をするという非常に重要な職務であ

ります。審査におきましては、関係法令に基づき、

公平公正な審理を心がけ、誠心誠意職務を全うし

てまいる所存でありますので、議員皆様方のご指

導、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

甚だ簡単ではございますが、就任の挨拶とさせ

ていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 次に、下山益雄氏、お願いい

たします。

（下山益雄固定資産評価審査委員

会委員登壇）

〇固定資産評価審査委員会委員（下山益雄） おは

ようございます。このたび議員皆様方のご同意を

いただきまして、むつ市固定資産評価審査委員会

の委員を拝命いたしました下山でございます。

審査に当たりましては、関係法令等に基づき、

公平公正かつ丁寧な審理を心がけ、微力ではあり

ますけれども、納税者の資産評価に対する信頼の

確保に職責を果たしてまいる所存でございます。

議員皆様方の一層のご指導とご鞭撻をお願い申

し上げまして、甚だ簡単でございますが、就任の

挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願

いします。

〇議長（冨岡幸夫） これで就任の挨拶を終わりま

す。

◎諸般の報告

〇議長（冨岡幸夫） 次は、諸般の報告を行います。

まず初めに、地方自治法第121条第１項に基づ

く今定例会への説明員の出席者については、配信

しております名簿のとおりであります。

次に、監査委員から、地方自治法第235条の２

第３項の規定に基づく例月出納検査の結果報告が

ありました。関係書類は事務局に保管してありま

すので、ご閲覧願います。

次に、本日市長から、公害対策に関する経過報

告、放射性廃棄物保管施設における安全対策に関
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する経過報告、交通問題対策に関する経過報告及

び工事請負契約に係る入札結果資料が提出されて

おりますので、配信しております。

次に、全国市議会議長会等の会議結果につきま

しては、配信しております報告書のとおりであり

ますので、ご了承願います。

次に、本日この後、むつ商工会議所からの申入

れに係る市の対応について、市長から行政報告が

ありますので、ご了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 本日の会議は議事日程第１号

により議事を進めます。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（冨岡幸夫） 日程第１ 会議録署名議員の

指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第89条の規定によ

り、１番高橋征志議員及び11番野中貴健議員を指

名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第２ 会期の決定

を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日か

ら３月14日までの25日間といたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

◎日程第３ 行政報告

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第３ 行政報告を

行います。

市長から報告を求めます。市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 令和６年11月26日付けでむつ

商工会議所から、むつ下北観光物産館を譲り受け

たい旨の申入れがあり、同年12月19日にその旨行

政報告をさせていただきましたが、その後、市民

の皆様への影響を考慮しつつ、むつ商工会議所と

協議を進めてまいりました。

協議の結果、むつ商工会議所がむつ下北観光物

産館の譲渡を受けて施設を運営していくことが困

難であるとの結論に達しましたことから、同施設

のむつ商工会議所への譲渡は行わないことといた

しました。

しかしながら、むつ商工会議所が同施設に入居

することにより、市の商工業の発展及び中心市街

地の活性化に寄与するものと考えられることか

ら、むつ商工会議所が同施設の１階に入居する方

向で調整しております。

むつ下北観光物産館は、現在に至るまでの間に、

取り巻く社会情勢や施設に求められる役割の変化

もあり、平成30年９月には同施設内に株式会社Ｐ

ＷＡＮがむつ市初のコンタクトセンターとして業

務を開始しておりますほか、令和２年３月には東

京電力ホールディングス株式会社青森事業本部む

つオフィスが開設されております。今後、同施設

については、市の地域産業の活性化及び新たな産

業活動の創出拠点として運営を行ってまいりたい

と考えております。

つきましては、係る議案を準備が整い次第上程

し、ご審議いただきたいと考えておりますので、

議員各位のご理解、ご支援をお願い申し上げ、ご

報告とさせていただきます。

〇議長（冨岡幸夫） これより質疑を行います。

ただいまの報告に対し、質疑ありませんか。３

番佐藤武議員。
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〇３番（佐藤 武） 細かいところまでは、まだ決

まっていないかもしれないのですが、恐らくむつ

商工会議所の規模からいうと、１階の、今の展示

スペースを使うことになるのではないかと思って

いるのですが、その点についてはいかがでしょう

か。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 現在のところ、１

階の今ある事務室と店舗になっている部分を想定

しております。

〇議長（冨岡幸夫） ３番。

〇３番（佐藤 武） そうすると、今の物販してい

るスペースというのが代替できるところというの

はどういうところを想定しているのか、もしも話

合いの中で出されていましたらお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 物販の店舗のスペ

ースにつきましては、むつ来さまい館の１階のほ

うに移転するということで調整しております。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。１

番高橋征志議員。

〇１番（高橋征志） ３点お尋ねいたします。

まず、今回のまさかりプラザの譲渡なのですけ

れども、昨年の12月に行政報告があり、それから

まだ２か月しかたっていないのですが、その２か

月の間で譲渡が困難となったということで、逆に

突然な感じがするのですが、その困難の具体的な

内容がどのようなものなのかをお尋ねいたしま

す。

それから、今後係る議案ということで、議案と

してまた上がってくるということなのですけれど

も、その具体的な内容、今観光物産館ですから、

それを例えば用途を変えるだとか、そういったこ

とになるのかなと思っているのですけれども、そ

の議案の具体的な内容はどのようになるのかとい

うところをお尋ねいたします。

３点目なのですけれども、前回の行政報告で公

共施設等総合管理計画ですとか、あるいは将来的

な市の財政負担の軽減になるというところで、そ

れはそれである意味合理的かなというふうに思っ

ていたのですけれども、それが一旦なくなるとい

うことで、一方でこれから先、道の駅というとこ

ろもあります。道の駅との兼ね合いを考えますと、

道の駅とまさかりプラザを並存して今後やってい

くのか。その３点お尋ねいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） まず、１点目から

お答えいたしたいと思います。

まず、譲渡が困難だと判断した理由ということ

ですけれども、譲渡後における建物の改修経費の

試算額が想定以上だったことが、譲渡ができなく

なったという主な要因でございます。

２点目なのですけれども、議会に上程する内容

についてということですが、現在のむつ下北観光

物産館の設置目的が、「市の観光・物産の振興を

図るとともに、市民の文化活動、集会等の利用に

供するため」ということで規定されております。

しかしながら、物販スペースを移転するというこ

とと、あと既存の会議室等も市民利用がなかなか

困難になるということもございまして、そういっ

た用途の変更というところの内容になるかと思い

ます。

３点目なのですけれども、道の駅との今後につ

きましては、これから協議していくことになると

思いますけれども、むつ下北観光物産館につきま

しては、今申し上げましたとおり、企業の皆様に

提供していくオフィスの役割を持つということ

で、また道の駅とは用途が違うといった性質のも

のになると考えております。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） １番。

〇１番（高橋征志） まず、譲渡が困難な理由が、
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改修経費が想定以上だったということで、具体的

に幾らくらいの改修経費が見込まれていたかとい

うところを、もしお答えできればお答えいただき

たいです。

２点目の議案の件ですけれども、観光物産館で

はなくて、そういったオフィス的な施設に変える

と、利用目的を変えるということでの議案だとい

うことですけれども、いつ頃まさかりプラザをそ

ういった観光物産館からオフィスに変える、いつ

頃議案として上程して、いつ頃その施設の用途変

更を行う、期間の話ですね、いつ頃になるのかと

いうところをお尋ねいたします。

３点目ですけれども、まさかりプラザ、目的が

違うので、これからもオフィスとして残るという

ことですけれども、今むつ商工会議所が１階に入

居するということで、１階のスペースを改修しな

ければいけませんけれども、その分の費用は当然

市の負担になると思います。幾らくらいの改修費

を見込んでいるのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） まず、１点目の改

修に係る費用についてなのですけれども、こちら

のほうはむつ商工会議所様が積算した内容です

と、合計で５億9,400万円というふうに伺ってお

ります。

次に、議案の今後ですけれども、想定している

議案につきましては今議会に上程させていただく

予定でございます。

また最後に、１階部分の改修費用につきまして

は、入居予定のむつ商工会議所さんの負担となり

ます。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。５

番濵田栄子議員。

〇５番（濵田栄子） 何点か質疑させていただきま

す。

むつ商工会議所で申入れして、１か月、２か月

足らずで運営が困難という答えが出たわけですけ

れども、大畑の例を紹介させていただきます。大

畑商工会は青森銀行さんから無償譲渡いただきま

して、自前で改修して運営している状況です。川

内商工会さんもそういう、譲渡ではないですけれ

ども、自前でやっているというお話を聞いており

ます。何かというと公平、公平というようなお話

が出ますけれども、やはりむつ商工会議所さん、

大きな組織でございますので、その辺のところを

考慮した提案をしていただきたいなと思いますけ

れども、こちら向こうのほうからまずは撤回とい

う申入れをしてきたのでしょうか、こちらからし

ていったのでしょうか。それ１点お聞きします。

それから、今まで貸しオフィスしていたわけで

すけれども、むつ商工会議所は指定管理を受けて

いましたので、そのオフィスの賃貸料というのは

あったのか、そしてそれはどこに入っていたのか

お知らせください。

今後のことですけれども、下北物産協会、今年

度末で解散ということをお聞きしていますけれど

も、その引継ぎは新組織で、来さまい館ですると

いうことなのかお聞きいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） 申入れにつきまし

ては、むつ商工会議所様のほうから、試算した結

果、高額であり難しいというようなご意見をいた

だいて、両者で判断したということになります。

次に、現在の賃貸料でございますけれども、企

業様２社がご利用いただいていまして、それは指

定管理料の収入ということになっております。

３点目ですけれども、下北物産協会様のほうは、

今後新しくできますしもきたツーリズムという団

体のほうに吸収されるということで、業務を新組

織が引き継いでいくというようなことになりま

す。
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以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（濵田栄子） そうすると、むつ商工会議所

はここにオフィスを構えて、そのまま指定管理を

していくということになるのか。それから、新組

織、しもきたツーリズムも入居して、またそこが

指定管理を受けるのか、そこのところはもし何か

決まっておりましたら、お知らせください。

〇議長（冨岡幸夫） 特別答える必要がない質疑も

あるようでございますので、答えられる範囲で答

えてください。産業政策部長。

〇産業政策部長（伊藤大治郎） まず、この条例の

用途変更ということで、上程させていただいた後

に、指定管理につきましても改めて議会にお諮り

したいということで考えております。

すみません、あともう一点、しもきたツーリズ

ムに関しましては、３階の会議室のほうに入居す

るというような予定でございます。

〇議長（冨岡幸夫） いいですか。５番。

〇５番（濵田栄子） お答えいただきましてありが

とうございます。公平公正なご提案をいただきま

すようお願いして、終わります。

〇議長（冨岡幸夫） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。

以上で行政報告を終わります。

◎日程第４ 市長施政方針

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第４ 市長施政方

針を行います。

市長から施政方針の説明を求めます。市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） むつ市議会第263回定例会の

開会に当たり、令和７年度の市政運営に臨み、所

信の一端を申し述べ、議員各位及び市民の皆様の

ご理解とご協力をお願い申し上げる次第でありま

す。

地方分権の推進や財政状況の悪化といった背景

をもとに、国が総力を挙げて推進した市町村合併、

いわゆる「平成の大合併」は、スタートから四半

世紀が経過し、平成17年３月14日に新たな歩みを

始めた私達むつ市も間もなく20年を数えることと

なります。

市町村合併に当たりましては、新たなまちが自

立性を発揮し、その役割を担い続けることへの期

待と、歴史や文化といった地域アイデンティティ

が喪失することへの不安との交錯の中で進む場合

が多いものと認識しておりますが、当地域におき

ましては、もとより、一部事務組合などの枠組み

をはじめ、行政の多くの分野において連携があっ

たことや、通勤、通学、医療、買物などの日常生

活でも、行政区域を越えた生活圏が築かれていた

ことで、多様な価値観や地域特性を持ったコミュ

ニティが、新市の中に複層的に維持され、それぞ

れが個性と輝きを失うことなく今につながれてい

るものと受け止めております。

しかしながら、この20年間、新市のまちづくり

は決して平坦なものではなく、人口急減により環

境、価値観、枠組みが大きく変わる中で、縮小、

マイナスの負荷と対峙し模索しながら一歩ずつ歩

みを進めてまいりました。

今の私達の暮らしがあるのは、市民の皆様一人

ひとりが、地域の多様性を認識し、互いに敬意を

持って認め合い、何事にも創意を持ち寄ってつな

いできた努力の上にあることは論をまたないもの

であります。

そして、合併から19年目となった令和６年度に

おきましては、日本ジオパーク全国大会の開催や

リサイクル燃料備蓄センターの操業開始をはじ

め、教育、産業、医療など、合併後の新たなむつ
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市が既存の枠組みを超え、挑戦してきた数々のテ

ーマが大きく前進、飛躍した特別な１年となりま

した。

新市誕生から20年の節目を迎え、むつ市が次の

未来への展望を描くに当たりましては、これまで

の取組に甘んじることなく、今まで以上にあり得

る未来を広く探索し、新しい価値を創造し続ける

ことが求められるものと強く自覚しております。

令和７年度の予算案におきましては、私が公約

とした６つの約束をしっかりと前進、発展させる

ことはもちろん、むつ市の最上位計画である「む

つ市総合経営計画」に掲げる将来像「笑顔かがや

く 希望のまち むつ」の実現のため、後期基本

計画で定めた基本方針を最重点事項として、施策

項目との整合を図った予算編成としております。

本定例会に提案いたします予算を一言で表すと

「むつの未来を切り拓く攻めの予算」であります。

今と未来へ投資し、住み続けられるまちづくりの

ため、過去最大規模となる409億1,700万円を計上

し、文字通り未来を切り拓くための多くの新規、

拡充及び継続事業を盛り込んでおります。その概

要を４つのテーマに区分してご説明いたします。

まず、一つ目は「未来のむつを支える人への投

資」であります。

本年４月に開校する八戸学院大学むつ下北キャ

ンパスの運営費を支援することにより、地域医療

の確保に向けた人材育成体制を構築します。

次に、全てのこどもの育ちを応援するため、保

護者の就労要件を問わず、満３歳未満の未就園児

が保育園等を利用できる環境を整えます。

次に、老朽化の著しい現在の教育研修センター

を旧田名部カトリック幼稚園に移転するための調

査・設計に着手し、不登校支援の機能強化を目指

します。

次に、国が進める中学校の部活動改革に応じて、

地域クラブ活動を発展的に展開していくため、東

京大学と連携し、むつ☆かつ等の取組に動作解析

などの科学的分析を導入し、より効果的なトレー

ニングを行うとともに、こどもたちの知的好奇心

を高めながら、広い視野を持ち、地域社会に貢献

できる人材の育成を図ります。

２つ目は「今と未来を守る防災・ＤＸへの投資」

であります。

令和８年４月の供用開始を予定しております

「デジタル防災センター」につきましては、災害

現場のリアルタイム映像等を一体的に表示するマ

ルチ映像システムの導入等、引き続き災害対応力

強化に向けて整備を進めます。

次に、防災放送アプリの更なる利用促進を図る

ため、町内会に専用のＩＰ無線機を整備し、非常

時における円滑な情報伝達体制を確立します。

次に、むつ市観光アプリ「キラナビ」の活用に

加え、「釜臥山展望台」への山道に再生可能エネ

ルギーを活用した誘導看板の設置を行うなど、観

光分野におけるスマートシティの取組を一層推進

します。

次に、不登校児童生徒の居場所づくりや学びの

場を提供するため、令和７年度内に「むつ市メタ

バース教育支援センター」を開設し、多様な学び

の場として本格的な運用を開始します。

３つ目は「むつの魅力を切り拓く産業への投資」

であります。

若年層の地元就職、地元定着を促進するため、

企業訪問による誘致活動を強化するほか、既誘致

企業や青森県との企業誘致に向けたネットワーク

を構築し、雇用機会の創出を図ります。

次に、担い手不足などの農業分野における課題

の解決のため、東北大学と連携して、地域の特性

をいかした産業の複線化・高度化を目指します。

次に、湯野川温泉濃々園について、令和７年度

からは建設工事へ着手し、引き続き下北周遊観光

の拠点施設としての整備を進めてまいります。
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次に、防衛省が実施する芦崎湾の浚渫工事によ

り失われるナマコの生息場について、新たに陸奥

湾内にナマコ増殖場を整備し、ナマコ資源を保護

するとともに、安定した漁業経営の継続を図りま

す。

４つ目は「笑顔で住み続けられる生活への投資」

であります。

公共交通の維持・確保等に向けて、最先端技術

を活用した自動運転車両による実証運行を実施

し、市内交通への影響等の課題抽出を行います。

次に、市民の皆様の健康寿命を延伸するため、

身体活動を行う時間を１日10分、歩数換算で

1,000歩増やせるよう、環境の整備を行うなど、

運動習慣の定着と健康意識の向上を図ります。

次に、インフルエンザワクチンの接種助成の対

象者を、現在の小学校６年生から高校３年生相当

にまで拡大するとともに、妊婦を対象としたＲＳ

ウイルスワクチン接種費用の一部助成を開始し、

市内全体での公衆衛生基盤の向上を図ります。

次に、「こどもまんなか社会」の実現や「むつ

市こどもまんなか宣言」に伴う取組として、こど

もの安全、安心を見守り、子育て世代の不安解消

へ向け、居住誘導区域に官民連携による見守りカ

メラを設置します。

以上が、「むつの未来を切り拓く攻めの予算」

の概要であります。

現在、国では次の10年を見据えた「地方創生

2.0」を起動し、「都市」対「地方」という二項対

立を脱却し、都市に住む人も、地方に住む人も、

相互につながり、高め合うことで、全ての人に安

心と安全を保証し、希望と幸せを実感する社会の

実現へ向けた取組をスタートしました。

この取組は、官民が連携して地域の持つ潜在力

を最大限引き出し、ハードだけではなくソフトの

魅力が新たな人の流れを生み出し、新技術の活用

により一極集中を是正し、多極分散型の多様な経

済社会を構築していくというものであります。

令和７年度予算案では、この地方創生の流れを

しっかりと捉えるべく、先程ご説明申し上げまし

た各事業を含め、16事業に「新しい地方経済・生

活環境創生交付金」を活用し、多方面から課題の

根源にリーチすることで、変革の原動力としてお

ります。

結びとなりますが、私達が取り組む各種施策の

着実な実行の先には、目指すべき市の将来像「笑

顔かがやく 希望のまち むつ」の実現がありま

す。

市民の皆様の笑顔。20年前と同じことをやるこ

とが、今のむつ市の皆様の笑顔とは限りません。

新しいことにチャレンジし続け、昨日より今日、

今日より明日、その先の高い将来像を追求するこ

とを信念に、その信念が政策一つひとつの思いを

具現化し、在るべき将来像を上書きし続けるむつ

市であること、これに向かって引き続き力を尽く

すことをお約束申し上げ、令和７年度施政方針と

させていただきます。

議員各位におかれましては、なお一層のご理解

とご協力をよろしくお願い申し上げます。

〇議長（冨岡幸夫） これで施政方針の説明を終わ

ります。

◎日程第５～日程第30 議案一括上程、

提案理由説明

〇議長（冨岡幸夫） 次は、日程第５ 議案第２号

むつ市有林造成基金条例から日程第30 報告第４

号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ

とについてまでの26件を一括議題といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） ただいま上程されました23議

案３報告について、提案理由及び内容の概要をご
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説明申し上げ、ご審議の参考に供したいと存じま

す。

それでは、新年度予算の議案からご説明いたし

ます。

はじめに、議案第17号 令和７年度むつ市一般

会計予算についてであります。

予算総額は、歳入歳出ともに、409億1,700万円

で、過去最大の予算規模となりました。

前年度当初予算と比較いたしますと、金額では

８億6,600万円、率にして2.2％の増となります。

まず、歳出の増減の主なものについてでありま

すが、教育費では、（仮称）むつ市防災食育セン

ター建設事業費が31億4,810万円の減となる一方

で、商工費では、湯野川温泉濃々園建替事業費が

３億3,531万7,000円の増となるほか、総務費及び

消防費では、デジタル防災センター整備関連事業

費が10億8,326万3,000円の増となっております。

このほか、総務費には、本年４月に開校する八

戸学院大学「むつ下北キャンパス」運営費補助金

4,500万円、民生費には、満３歳未満のこどもが

保護者の就労要件を必要とせずに保育園や幼稚園

等に通園できるこども誰でも通園事業費348万

5,000円、農林水産業費には、ナマコ増殖場整備

事業費１億3,564万3,000円、教育費には、国民ス

ポーツ大会競技別リハーサル大会開催のための負

担金５億144万9,000円等を新たに計上しておりま

す。

次に、歳入の増減の主なものについてでありま

すが、市債では、学校給食施設整備債等の減によ

り６億7,520万円の減となるほか、県支出金では、

核燃料サイクル交付金等の増により10億9,529万

4,000円が増となっております。また、繰入金で

は、前年度と同様に財政調整基金を繰入れするこ

となく予算を編成しております。

令和７年度当初予算編成におきましては、人件

費の上昇及び物価高騰の影響もあり、過去最大の

予算規模となりましたが、「むつの未来を切り拓

く攻めの予算」として、市民の皆様が暮らしてい

る今、そして、この先の未来へ投資し、今後もむ

つ市がよりよく住み続けられるようなまちである

ために必要な予算編成になったと考えておりま

す。

次に、議案第18号 令和７年度むつ市国民健康

保険特別会計予算についてでありますが、予算総

額は、歳入歳出とも54億9,587万円となります。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は２億5,426万3,000円、率では4.4％の減となり

ます。

歳出の主なものは、保険給付費及び国民健康保

険事業費納付金であり、歳入の主なものは、国民

健康保険税、県支出金及び一般会計繰入金となっ

ております。

次に、議案第19号 令和７年度むつ市後期高齢

者医療特別会計予算についてでありますが、予算

総額は、歳入歳出とも７億8,623万6,000円となり

ます。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は4,229万4,000円、率では5.7％の増となります。

歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納

付金であり、歳入の主なものは、後期高齢者医療

保険料及び保険基盤安定負担金繰入金となってお

ります。

次に、議案第20号 令和７年度むつ市介護保険

特別会計予算についてでありますが、予算総額は、

歳入歳出とも67億2,121万4,000円となります。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は9,198万2,000円、率では1.4％の増となります。

歳出の主なものは、介護サービス等に要する経

費であり、歳入の主なものは、介護保険料、国庫

支出金、支払基金交付金、県支出金及び一般会計

繰入金となっております。

次に、議案第21号 令和７年度むつ市公共用地
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取得事業特別会計予算についてでありますが、予

算総額は、歳入歳出とも2,270万6,000円となりま

す。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は７万3,000円、率では0.3％の減となります。

歳出には市債に係る償還金を、歳入には一般会

計繰入金を計上しております。

次に、議案第22号 令和７年度むつ市魚市場事

業特別会計予算についてでありますが、予算総額

は、歳入歳出とも5,268万9,000円となります。

これを前年度当初予算と比較しますと、金額で

は185万1,000円、率では3.6％の増となります。

歳出の主なものは、魚市場施設費及び公債費で

あり、歳入の主なものは、一般会計繰入金となっ

ております。

次に、議案第23号 令和７年度むつ市水道事業

会計予算についてご説明いたします。

まず、収益的収入及び支出についてであります

が、支出には水道施設の維持管理費等で17億419万

1,000円を、収入には水道料金等で17億4,518万

8,000円を計上しております。

次に、資本的収入及び支出についてであります

が、支出には建設改良費及び企業債の元金償還金

で14億1,292万2,000円を、収入には企業債等で６

億9,894万1,000円を計上しております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額７億1,398万1,000円は、過年度分損益勘

定留保資金等で補填するものとしております。

次に、議案第24号 令和７年度むつ市下水道事

業会計予算についてご説明いたします。

まず、収益的収入及び支出についてであります

が、支出には下水道施設の維持管理費等で10億

8,005万6,000円を、収入には下水道使用料等で

10億8,353万7,000円を計上しております。

次に、資本的収入及び支出についてであります

が、支出には建設改良費及び企業債の元金償還金

で11億3,285万6,000円を、収入には企業債等で８

億7,585万8,000円を計上しております。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額２億5,699万8,000円は、過年度分損益勘

定留保資金等で補填するものとしております。

次に、新年度予算以外の議案についてご説明い

たします。

まず、議案第２号 むつ市有林造成基金条例に

ついてでありますが、本案は、市有林の植栽、保

育及び管理を効果的に実施することにより、森林

の有する公益的機能の拡充及び林業の活性化を図

るため、基金を設置するものであります。

次に、議案第３号 むつ市防災食育センター設

置条例についてでありますが、本案は、災害時に

おける炊き出しの実施等の防災に関する事業及び

平常時の学校給食の供給等の食育に関する事業を

円滑に実施するため、むつ市防災食育センターを

設置するものであります。

次に、議案第４号 刑法等の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例に

ついてでありますが、本案は、刑法等の一部を改

正する法律の施行に伴い、関係条例の整理をする

ほか、経過措置を定めるためのものであります。

次に、議案第５号 むつ市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例について

でありますが、本案は、育児休業、介護休業等育

児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

の一部改正に伴い、超過勤務の免除の対象となる

子の範囲の拡大及び仕事と介護の両立支援制度を

利用しやすい勤務環境の整備をするためのもので

あります。

次に、議案第６号 むつ市職員の給与に関する

条例等の一部を改正する条例についてであります

が、本案は、青森県人事委員会の県職員の給与に

関する勧告に鑑み、職員の給料月額並びに扶養手

当及び通勤手当の額等を改定し、単身赴任手当に
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係る支給対象職員の範囲及び管理職員特別勤務手

当の支給対象時間帯を拡大し、並びに定年前再任

用短時間勤務職員等に住居手当及び寒冷地手当を

支給するためのものであります。

次に、議案第７号 むつ市職員等の旅費及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例につい

てでありますが、本案は、国家公務員等の旅費に

関する法律及び国家公務員等の旅費支給規程の一

部改正に伴い、引用する条項の整理をするための

ものであります。

次に、議案第８号 むつ市地域振興基金条例の

一部を改正する条例についてでありますが、本案

は、核燃料サイクル交付金を、むつ市地域振興基

金の財源に加えるためのものであります。

次に、議案第９号 むつ市営住宅条例の一部を

改正する条例についてでありますが、本案は、桜

木町団地を廃止するためのものであります。

次に、議案第10号 むつ市水道の布設工事監督

者の配置及び資格並びに水道技術管理者の資格を

定める条例の一部を改正する条例の一部を改正す

る条例についてでありますが、本案は、建設業法

施行令の一部改正に伴い、引用する条項の整理を

するためのものであります。

次に、議案第11号 むつ市太陽の恵み基金条例

を廃止する条例についてでありますが、本案は、

むつ市太陽の恵み基金について、本年度をもって

基金の全てを処分し、今後も積立ての予定がない

ことから、当該基金を廃止するためのものであり

ます。

次に、議案第12号 辺地に係る公共的施設の総

合整備計画についてでありますが、本案は、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特

別措置等に関する法律の規定に基づく財政上の特

別措置を活用するため、むつ市川内町湯野川辺地

に係る公共的施設の総合整備計画を定めるもので

あります。

次に、議案第13号 令和６年度むつ市一般会計

補正予算についてでありますが、本案は、６億

7,041万3,000円の増額補正でありまして、これに

より補正後の歳入歳出予算総額は、447億8,144万

7,000円となります。

まず、歳出の主なものについてでありますが、

総務費では、生活交通路線を維持するためのバス

事業者への補助金を計上しておりますほか、納税

貯蓄組合の活動経費を補填するための補助金を増

額しております。

民生費では、心身に障がいを持つ方の生活を支

援するための福祉サービス費のほか、生活に困窮

する方に対して最低限度の生活を保障するための

生活保護費を増額しております。

農林水産業費では、スマート農業の推進により

地域農業の活性化及び雇用機会の拡大を図るため

の助成金のほか、早掛沼におけるため池の施設整

備費を増額しております。

商工費では、誘致企業への支援として交付する

事業所賃借助成金及び雇用助成金を計上しており

ます。

土木費では、急傾斜地の危険箇所の解消を目的

とした県事業に対する負担金のほか、金谷公園広

場整備工事費を増額しております。

消防費では、災害時における資機材の充実及び

住民の防災意識の向上を図るための災害対応力強

化事業費を計上しておりますほか、諸支出金では、

むつ総合病院で今年度整備する医療機器購入費の

一部を補填するため、下北医療センター負担金を

増額しております。

次に、歳入の主なものについてでありますが、

地方交付税では普通地方交付税を増額しておりま

すほか、国・県支出金では歳出との関連において

補助見込額を調整しております。

また、財産収入では、分収林に係る立木売払収

入を増額しておりますほか、市債では、急傾斜地
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整備事業外５事業の事業費の変更に伴い、借入見

込額を調整しております。

なお、事業の進捗に合わせてデジタル防災セン

ター整備事業外１事業について継続費を変更して

おりますほか、年度内に事業の完了が見込めない

ことから、施設開設準備経費助成特別対策事業外

13事業について繰越明許費を設定しております。

次に、議案第14号 令和６年度むつ市後期高齢

者医療特別会計補正予算についてでありますが、

本案は、後期高齢者医療広域連合納付金の確定に

伴う3,467万円の増額補正でありまして、これに

より補正後の歳入歳出予算総額は、７億7,861万

2,000円となります。

次に、議案第15号 令和６年度むつ市水道事業

会計補正予算についてでありますが、本案は、決

算見込みにより補正するもので、収益的収入及び

支出において、支出では1,359万3,000円を減額、

収入では3,222万9,000円を増額しておりますほ

か、資本的収入及び支出において、支出では１億

4,020万9,000円を、収入では１億3,340万円をそ

れぞれ減額しております。

次に、議案第16号 令和６年度むつ市下水道事

業会計補正予算についてでありますが、本案は、

決算見込みにより補正するもので、収益的収入及

び支出において、支出では1,829万2,000円を増額、

収入では304万9,000円を減額しておりますほか、

資本的収入及び支出において、支出では１億875万

3,000円を、収入では5,355万6,000円をそれぞれ

減額しております。

次に、報告第２号 むつ市国民保護計画の変更

についてでありますが、これは、上位計画である

青森県国民保護計画の修正を反映させるほか、所

要の変更をしたものであります。

次に、報告第３号についてでありますが、これ

は、むつ市議会第256回定例会において御議決賜

りました（仮称）むつ市防災食育センター建設工

事に関し、工事内容を一部変更し、契約金額を変

更することについて、議会の委任を頂いていると

ころにより、専決処分したものであります。

次に、報告第４号についてでありますが、これ

は、令和６年度むつ市一般会計補正予算でありま

して、道路等の除排雪経費に不足が生じる見込み

のため、関係予算を専決処分したものであります。

以上をもちまして、上程されました23議案３報

告について、その大要を申し上げましたが、細部

につきましては、議事の進行に伴いましてご質問

により詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決及び

ご承認賜りますようお願い申し上げる次第であり

ます。

〇議長（冨岡幸夫） これで提案理由の説明を終わ

ります。

◎散会の宣告

〇議長（冨岡幸夫） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

お諮りいたします。明２月19日から21日まで並

びに２月25日及び26日は議案熟考のため休会した

いと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（冨岡幸夫） ご異議なしと認めます。よっ

て、そのように決定いたしました。

なお、２月22日から24日までは休日のため休会

とし、２月27日は一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午前１１時００分 散会
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